




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































上 l同キ I*~~ Iセ|flg|h|i|j|九k t|心 Itfmj: I重量lr実a I ;('.2ア 笠下り(様 荏幅合棲幅前身幅桁袖口 折り返〉袖アキ身丈 図
11. 0 
2 
14.0 12.0 18.0 19.5 19.0 39.5 56.0 135.0 600 g 挿図・
(稼首囲りを外側〉
3 
18.0 裾83.0 一 一
約 4.5 89.0 830 g 挿図 5
胸32.0 綿入〉
1. 54 15.0 28.0 29.0 61. 0 一 襟 欠 51. 5 118.0 560 g 挿図 7
15.5 13.0 17.5 19.5 19.0 31. 5 一
13.5 63.0 114.0 530 g 挿図 9
(内側)
1. 57 15.0 13.0 31. 0 63.0 23.0 8.0 46.5 114.5 1820 g 挿図11
〈立てたまま〉
20.0 一 一一
裾37.5 10.0 44.0 112.0 1730 g 挿図13
胸34.5 (立てたまま〉
11. 0 15.5 42.0 一
7.5 37.0 105.0 1680 g 挿図15
〈立てたまま〉
1. 56 15.0 一 27.0 52.5 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































|桂|構 liEZ;ヶ |吋|胸 l胸紐用田1¥柚 IlIkam 11I! ~ 紐乳，三角裂袖の形袖幅後身幅
(1) 紙 衣 陣 羽 織 有 ナシ
背割 レ 65.5 
薄綿入 蔚O.黄8x平45打.。紐 'A 吻 袖ナシ 39.0 (裏.s1jj竜平絹〕 裾脇アケ51.0 
裾38.0
(2) はぐま毛陣羽織 ナシ ナシ 両脇全開 袷 ナ ユ、ノ 袖ナシ 背肩33.0 (裏 ・紅平絹〉 32.5 




袷 紅角八10ツ打紐 'A 袖ナ シ 一 38.5 (裏・1定平絹〉 裾脇アケ 50 55十10(フサ〉
(5) 紺・緋羅紗袖替り陣羽織 ナシ ナシ 背割レ 39 袷 欠 (筋業乳平絹〉 小袖 24.5 38.5 (裏.s1j黄綾子〉
(6) 緋羅紗 陣羽織
黄四ツ打紐 (~芋)ナシ ナシ 裾脇アケ 28 拾 (丸〉 穴 袖ナシ(裏・策綾子〉
28.5+2 (フサ〕
(7) 緋羅紗陣羽織 ナシ ナシ 裾脇アケ 35 袷 ナ シ 一 袖ナシ 一 (ぜ)(裏・浅葱綾子〉













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ド -19.5--17キ1.5ト一 一←一一31.5一→19.5 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































31 38.5 38.5 
実測図紺・緋羅紗袖替り陣羽織 (5)挿図1
は
竪
裂
が
使
つ
で
あ
る
が
、
左
の
乳
は
横
裂
が
使
っ
て
あ
る
。
左
右
と
も
縫
目
は
下
に
な
わ
れ
わ
101 
同
出
.
噌
【
同
C. 
38.5 
ト 15--1
T
I
l
-
-
O的
38.5 
m.噌
【
同
っ
て
い
る
。
こ
の
乳
に
は
中
に
芯
が
入
れ
て
あ
る
。
裏
裂
の
背
縫
の
折
被
せ
は
、
れ
が
い
う
正
し
い
方
向
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二
O
頁
、
挿
図
3
参
照
)
に
な
っ
て
い
る
。
同
二
五
美
術
五
九
号
研
究
じ
く
裏
裂
の
襟
附
の
折
被
せ
は
、
襟
首
囲
り
の
約
四
五
セ
ン
チ
間
(
後
身
頃
の
襟
肩
あ
き
と
前
身
頃
は
左
右
と
も
一
屑
か
ら
下
約
一
五
セ
ン
チ
ま
で
〉
だ
け
が
襟
の
方
が
高
く
(
上
に
)
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
下
方
は
身
頃
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
縁
飾
り
の
そ
l
ル
(
図
版
I
、
b
参
照
〉
tま
蔚
黄
色
モ
l
ル、
緋
色
モ
挿
図
m
a
、
ー
ル
と
も
に
幅
は
0
・
七
セ
ン
チ
で
、
蔚
黄
色
の
方
は
蔚
黄
絹
糸
製
で
中
央
に
S
撚
と
Z
撚
の
撚
金
糸
が
二
本
引
揃
え
て
筋
に
通
っ
て
お
り
、
緋
色
の
方
は
緋
色
絹
糸
製
で
、
中
央
に
同
色
の
太
い
糸
が
Z
撚
風
に
一
本
筋
に
通
っ
て
い
る
。
こ
の
二
種
類
の
そ
I
ル
は
、
a
U
F
O
 
ど
の
個
所
で
も
平
に
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
両
袖
口
や
右
脇
裾
の
損
傷
個
所
等
か
ら
見
る
と
モ
ー
ル
の
中
央
部
分
が
羅
紗
の
裏
側
ま
で
通
っ
て
し
っ
か
り
と
じ
つ
け
て
あ
り
、
更
に
そ
l
ル
の
両
側
端
が
、
羅
紗
の
比
較
的
上
層
部
を
す
く
う
よ
う
に
し
て
か
が
り
つ
け
て
あ
る
。
モ
ー
ル
の
取
附
に
用
い
て
あ
る
糸
は
、
蔚
黄
色
の
そ
l
ル
に
は
蔚
黄
色
の
S
撚
の
絹
糸
で
、
緋
色
の
モ
ー
ル
に
は
紅
色
の
S
撚
の
絹
糸
で
あ
る
。
縫
目
は
、
羅
紗
の
裏
側
に
出
て
い
る
針
目
(
モ
l
ル
中
央
部
の
と
じ
つ
け
糸
)
が
0
・
四
セ
ン
チ
前
後
、
モ
ー
ル
両
側
端
の
の
か
が
り
つ
け
の
針
目
の
間
隔
も
0
・
四
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
実
に
九
帳
面
に
丁
寧
に
つ
け
て
あ
る
。
羅
紗
の
裁
ち
目
を
く
る
ん
で
あ
る
玉
縁
の
裂
の
黄
色
鍛
子
と
黒
嬬
子
は
、
と
も
に
羅
紗
の
表
側
で
玉
縁
の
幅
の
分
だ
け
控
え
て
縫
い
つ
け
ら
れ
ハ
針
目
は
0
・
二
セ
ン
チ
か
ら
0
・コ一
セ
ン
チ
で
、
使
用
糸
は
紅
色
絹
の
S
撚
の
糸
〉
、
羅
紗
の
裁
ち
目
を
く
る
ん
で
裏
側
に
折
り
返
っ
て
い
る
。
そ
の
裏
側
に
廻
っ
て
来
て
い
る
玉
縁
裂
の
上
に
、
裏
裂
を
縫
代
を
内
側
に
折
っ
て
か
ぶ
せ
、
約
0
・
二
セ
ン
チ
の
細
か
い
針
目
で
か
が
っ
て
あ
る
(
使
用
糸
は
白
絹
糸
で
撚
は
不
詳
〉
。
こ
の
よ
う
に
し
て
玉
縁
裂
に
端
が
か
が
り
つ
け
て
あ
る
裏
裂
に
は
、
そ
の
端
か
ら
0
・
七
セ
ン
チ
か
ら
0
・
八
セ
ン
チ
入
っ
た
と
こ
ろ
に
一
セ
ン
チ
前
後
の
間
隔
に
、
蔚
黄
色
絹
糸
(
撚
は
不
詳
)
の
と
じ
目
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
裏
裂
が
表
よ
り
外
に
出
て
こ
な
い
た
め
の
配
慮
で
あ
る
。
玉
縁
裂
は
黄
色
綴
子
は
竪
裂
が
使
つ
で
あ
る
が
、
黒
締
子
は
横
裂
で
あ
る
。
袖
口
下
の
羅
紗
の
接
ぎ
合
わ
せ
は
、
紅
色
絹
の
S
撚
の
糸
で
0
・
三
セ
ン
チ
か
ら
0
・
二
六
四
セ
ン
チ
の
細
か
い
間
隔
の
針
目
で
か
が
ら
れ
て
お
り
、
肩
山
や
襟
附
の
接
ぎ
合
わ
せ
の
102 
よ
う
に
無
漂
白
の
麻
糸
で
は
な
い
。
ま
た
、
右
の
脇
裾
損
傷
部
分
か
ら
裏
裂
の
縫
い
合
わ
せ
の
状
態
が
見
ら
れ
る
。
と
の
部
分
で
わ
か
る
裏
裂
の
縫
い
合
わ
せ
は
、
白
絹
S
撚
の
糸
で
0
・
二
セ
ン
チ
か
ら
0
・
三
セ
ン
チ
の
細
か
い
平
縫
の
針
目
で
あ
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
紺
・
緋
羅
紗
袖
替
り
陣
羽
織
は
、
左
右
相
称
の
個
所
で
左
右
同
寸
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
多
少
異
っ
て
い
た
り
、
竪
裂
、
横
裂
の
使
用
が
鷹
揚
で
あ
っ
た
り
し
て
、
室
町
・
桃
山
期
の
仕
立
て
方
の
特
徴
も
あ
ら
わ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
時
代
の
も
の
と
し
て
は
非
常
に
九
帳
面
で
丁
寧
な
、
そ
し
て
縫
製
の
技
術
も
極
め
て
よ
い
立
派
な
仕
立
で
あ
る
。
羅
紗
と
い
う
部
厚
く
て
重
い
材
料
で
袖
の
つ
い
た
陣
羽
織
を
作
る
と
な
る
と
、
か
さ
も
あ
り
取
扱
い
だ
け
で
も
容
易
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
合
わ
せ
に
接
ぎ
合
わ
せ
、
っ
き
モ
ー
ル
で
縁
飾
り
を
つ
け
、
玉
縁
で
裁
ち
目
を
く
る
み
、
裏
裂
を
か
が
り
つ
け
る
と
い
っ
た
手
の
か
か
る
仕
事
を
、
こ
れ
だ
け
入
念
に
、
糸
の
締
め
方
も
見
事
に
一
貫
さ
せ
て
仕
立
て
あ
げ
る
技
術
は
、
さ
き
に
報
告
一
(
美
術
研
究
二
一
六
、
九
号
)
で
取
扱
っ
た
金
銀
補
綴
子
等
縫
合
胴
服
の
縫
製
技
術
に
匹
敵
す
る
と
思
わ
れ
る
。
(
表
裂
〉
挿
図
m
b
身
頃
の
紺
羅
紗
と
袖
の
緋
羅
紗
は
同
質
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
上
質
の
羅
紗
で
、
約
四
百
年
を
経
て
い
る
現
在
で
も
堅
く
な
ら
ず
、
柔
ら
か
く
温
か
で
あ
る
。
紺
の
色
も
緋
の
色
も
、
上
質
の
羅
紗
特
有
の
光
沢
を
今
も
な
お
失
わ
ず
品
の
よ
い
深
み
の
あ
る
色
合
い
で
あ
る
。
(
玉
縁
裂
)
挿
図
叩
b
黄
色
椴
子
|
|
裂
の
細
い
部
分
で
あ
る
の
で
文
様
は
不
詳
。
地
は
経
の
三
枚
綾
/
(
右
上
り
〉
、
文
様
は
緯
の
六
枚
綾
/
(
右
上
り
〉
、
経
糸
緯
糸
と
も
に
同
色
の
黄
色
で
先
染
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
は
六
O
本
前
後
、
緯
は
三
O
越
前
後
で
あ
る
。
黒
締
子
|
|
横
裂
が
使
用
し
て
あ
る
。
経
の
五
枚
嬬
子
で
、
経
糸
は
Z
撚
、
経
糸
緯
糸
と
も
に
黒
の
先
染
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
は
七
六
本
前
後
、
緯
は
三
六
越
前
後
で
あ
る
。
(
裏
裂
)
挿
図
叩
c
上
質
の
蔚
黄
色
の
鍛
子
で
、
菊
と
牡
丹
が
一
段
お
き
に
互
の
自
に
並
ん
で
い
る
。
文
丈
は
七
・
五
セ
ン
チ
前
後
、
案
間
幅
は
五
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
、
菊
も
牡
丹
も
径
が
二
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
経
糸
は
蔚
黄
色
で
S
撚
、
緯
糸
は
金
茶
が
か
っ
た
黄
色
で
S
撚、
組
織
は
、
地
は
経
の
三
枚
綾
で
/
ハ
右
上
り
〉
、
文
は
緯
の
六
枚
綾
で
/
(
右
上
り
)
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
は
七
五
本
前
後
、
緯
は
三
O
越
前
後
で
あ
る
。
乳
の
裂
1
1
経
糸
は
蔚
黄
色
、
緯
糸
は
鵜
色
に
近
い
黄
色
が
か
っ
た
蔚
黄
色
の
先
染
の
平
絹
で
練
緯
。
経
糸
は
二
本
ず
つ
寄
っ
て
お
り
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
は
八
O
本
前
後
、
緯
は
三
O
越
前
後
で
あ
る
。
(6) 
緋
羅
紗
陣
羽
織
(
裏
・
黄
鍛
子
、
図
版
w
a、
挿
図
ロ
)
緋
羅
紗
陣
羽
織
二
領
の
う
ち
、
裏
が
黄
色
紋
子
で
、
丈
が
長
い
方
で
あ
る
。
陣
羽
織
は
、
後
裾
の
裏
裂
に
水
に
濡
れ
た
た
め
に
つ
い
た
よ
う
に
し
み
あ
と
が
あ
る
こ
の
以
外
は
ほ
と
ん
ど
損
傷
が
な
い
。
黄
色
の
四
つ
打
の
胸
紐
が
つ
い
て
お
り
、
ま
た
、
羅
紗
の
裁
ち
目
に
な
っ
て
い
る
襟
の
外
周
、
立
棲
(
襟
下
〉
、
裾
、
裾
脇
ア
ケ
、
袖
ア
キ
は
平
打
紐
の
よ
う
な
紺
色
の
飾
り
紐
で
く
る
ん
で
縁
飾
り
を
兼
ね
て
い
る
。
金
茶
が
か
っ
た
黄
色
の
裏
裂
と
紐
は
、
狸
々
緋
の
深
紅
の
羅
紗
と
対
照
が
よ
く
、
陣
羽
織
全
体
か
ら
見
た
胸
紐
の
占
め
る
量
も
適
切
で
、
羅
紗
の
裁
ち
目
を
く
る
ん
だ
紺
色
の
縁
飾
り
も
配
色
が
よ
く
適
度
な
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
襟
は
前
身
頃
に
依
め
こ
ん
で
あ
っ
て
、
形
全
体
は
前
も
後
も
極
め
て
簡
単
に
す
っ
き
り
と
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
〉
形
状
、
法
量
は
一
覧
表
の
例
並
び
に
挿
図
口
。
袷
で
、
裏
は
、
牡
丹
と
鳳
風
が
飛
文
様
伝
上
杉
謙
信
所
用
陣
羽
織
八
領
に
な
っ
て
い
る
黄
色
鍛
子
ハ
挿
図
ロ
b
)
の
通
し
裏
で
あ
る
。
肩
山
は
接
ぎ
目
に
な
っ
て
お
り
、
背
面
の
中
央
に
は
襟
肩
あ
き
の
位
置
か
ら
六
セ
ン
チ
下
っ
た
と
こ
ろ
に
、
上
下
に
四
・
八
セ
ン
チ
切
っ
て
あ
け
た
穴
(
挿
図
口
)
が
あ
る
。
穴
の
周
囲
は
、
表
の
羅
紗
と
裏
の
鍛
子
(
そ
の
位
置
は
裏
裂
の
背
縫
線
上
で
あ
る
の
で
裏
裂
の
方
は
そ
の
部
分
は
縫
わ
な
い
で
あ
げ
て
あ
り
、
背
縫
の
縫
代
を
割
っ
て
あ
る
〉
が
き
っ
ち
り
つ
き
合
わ
せ
に
重
ね
て
あ
り
、
濃
い
浅
葱
色
の
絹
の
Z
撚
の
糸
で
、
針
目
の
間
隔
は
0
・
二
セ
ン
チ
前
後
で
表
と
裏
に
交
互
に
糸
を
か
け
て
穴
の
始
末
が
し
て
あ
る
。
こ
う
い
う
穴
は
陣
羽
織
に
は
よ
く
あ
け
て
あ
り
ハ
挿
図
却
の
紙
衣
陣
羽
織
に
も
背
面
に
同
様
の
穴
が
あ
い
て
い
る
〉
、
こ
こ
に
旗
を
挿
し
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
肩
山
、
襟
の
表
裂
の
羅
紗
の
接
ぎ
方
は
、
ωの
紺
・
緋
羅
紗
袖
替
り
陣
羽
織
両
脇
、
や
、
仰
の
緋
羅
紗
陣
羽
織
(
裏
・
浅
葱
)
の
接
ぎ
方
と
多
少
異
っ
て
、
接
ぎ
目
が
内
側
(
裏
側
〉
に
幾
分
盛
り
上
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
従
っ
て
表
か
ら
見
る
と
、
羅
紗
の
接
ぎ
目
は
幾
分
凹
ん
で
い
る
(
図
版
w
a、
挿
図
ロ
参
照
)
。
こ
の
よ
う
に
接
ぎ
目
が
な
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
羅
紗
の
接
ぎ
合
わ
せ
を
裏
側
か
ら
、
二
枚
合
わ
せ
て
二
枚
を
一
緒
に
細
か
く
か
が
り
、
か
が
り
終
っ
た
と
こ
ろ
で
縫
目
を
ひ
ろ
げ
、
形
を
整
え
裂
を
落
着
か
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
接
ぎ
目
の
針
目
の
間
隔
は
0
・
二
セ
ン
チ
前
後
の
き
わ
め
て
細
か
い
も
の
で
あ
り
、
使
用
糸
は
赤
の
絹
糸
(
損
傷
個
所
が
な
く
、
そ
の
上
、
糸
が
よ
く
締
ま
っ
て
い
る
の
で
撚
が
わ
か
る
だ
け
縫
糸
が
出
て
お
ら
ず
撚
は
不
詳
)
で
あ
る
。
羅
紗
の
裁
ち
目
が
く
る
ん
で
あ
る
縁
飾
り
の
紐
は
、
幅
が
一
・
二
セ
ン
チ
の
紺
色
の
平
た
い
絹
紐
で
あ
る
。
そ
の
紐
を
二
つ
折
り
に
し
て
羅
紗
の
裁
ち
目
が
く
る
ん
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
0
・
五
セ
ン
チ
か
ら
0
・
六
セ
ン
チ
の
針
目
で
、
そ
の
紐
の
両
側
端
に
糸
を
通
し
な
が
ら
羅
紗
の
裂
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
。
使
用
糸
は
赤
の
絹
糸
(
撚
は
不
詳
)
で
、
こ
の
縁
飾
り
も
、
ωの
緋
雲
文
椴
子
陣
羽
織
や
同
の
紺
・
緋
羅
紗
袖
替
陣
羽
織
の
縁
飾
り
や
玉
縁
同
様
羅
紗
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
糸
が
よ
く
締
っ
て
い
て
、
羅
紗
の
表
側
に
も
裏
側
に
も
よ
く
密
着
し
て
い
る
。
こ
の
縁
飾
り
の
紐
は
、
袖
ア
キ
の
最
下
端
に
脇
下
に
左
右
一
個
所
ず
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っ
と
右
前
裾
か
ら
二
七
・
五
セ
ン
チ
上
方
と
左
前
裾
の
角
の
と
こ
ろ
の
計
四
ケ
所
に
継
ぎ
ニ
七
美
術
号
研
究
五
九
目
が
あ
る
が
、
そ
の
継
ぎ
目
は
、
脇
の
分
は
後
身
頃
側
の
縁
裂
を
前
身
頃
側
の
縁
裂
の
上
に
か
さ
ね
、
赤
の
絹
糸
で
三
、
四
回
巻
き
縛
り
か
が
っ
て
あ
り
、
他
の
二
個
所
は
何
れ
も
上
方
を
上
に
か
さ
ね
て
赤
の
絹
糸
で
三
、
四
回
巻
き
縛
つ
で
あ
る
。
こ
の
陣
羽
織
の
裏
裂
の
縫
合
わ
せ
個
所
で
あ
る
背
縫
と
両
脇
縫
は
、
白
絹
糸
が
用
い
て
あ
り
、
縫
目
は
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
の
こ
ま
か
い
針
目
で
あ
る
。
背
縫
の
折
り
被
せ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
い
う
正
し
い
方
向
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二
O
頁
、
挿
図
3
参
照
)
で
あ
る
。
胸
紐
は
太
さ
が
0
・
二
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
細
い
黄
色
絹
の
四
つ
打
紐
で
、
こ
の
胸
紐
の
取
附
方
も
ωの
紙
衣
陣
羽
織
や
ωの
白
雲
文
綾
子
陣
羽
織
と
同
じ
よ
う
な
、
陣
羽
織
に
じ
か
に
錐
の
よ
う
な
も
の
で
あ
け
た
穴
を
通
し
て
結
び
つ
け
る
方
法
で
あ
る
。
ωや
ωの
陣
羽
織
同
様
穴
は
一
個
所
に
二
つ
ず
つ
あ
け
て
あ
る
が
、
こ
の
陣
羽
織
の
穴
の
位
置
は
、
は
め
こ
み
に
な
っ
て
い
る
襟
の
下
端
か
ら
三
・
五
セ
ン
チ
下
方
で
、
こ
の
紐
は
裏
側
か
ら
表
に
出
し
、
ま
た
裏
に
入
れ
て
裏
で
結
び
つ
け
て
あ
る
。
と
の
羅
紗
の
陣
羽
織
は
、
ωの
紺
・
緋
羅
紗
陣
羽
織
に
く
ら
べ
仕
立
は
簡
単
で
は
あ
る
が
、
全
体
に
非
常
に
技
術
の
程
度
が
高
い
立
派
な
仕
立
で
あ
る
。
(
表
裂
〉
上
質
の
緋
羅
紗
で
、
仰
の
紺
・
緋
羅
紗
袖
替
り
陣
羽
織
と
同
様
、
お
よ
そ
四
百
年
も
経
っ
て
い
る
羅
紗
と
は
思
わ
れ
な
い
柔
ら
か
さ
温
か
さ
、
色
合
い
で
あ
る
。
(裏
裂
)
挿
図
ロ
b
上
質
の
黄
色
鍛
子
で
、
挿
図
ロ
b
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
牡
丹
と
鳳
風
と
雲
が
入
っ
て
い
る
四
角
(
竪
は
二
四
・
五
セ
ン
チ
か
ら
二
八
・
五
セ
ン
チ
ま
で
種
々
、
横
は
一
三
セ
ン
チ
〉
の
文
様
が
飛
文
様
に
な
っ
て
い
る
裂
で
あ
る
。
緯
糸
の
打
込
み
に
む
ら
が
あ
る
の
で
文
様
の
長
a.緋羅紗陣羽織(6) 背面
米沢上杉神社蔵
挿図12
さ
も
文
丈
も
種
々
で
あ
る
が
文
丈
は
六
0
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
経
糸
と
緯
糸
は
金
茶
が
か
っ
た
黄
色
の
同
色
で
先
染
、
経
糸
は
ゆ
る
い
Z
撚
、
緯
糸
の
撚
は
不
詳
、
組
織
は
、
地
は
経
の
五
枚
縞
子
、
文
は
緯
の
五
枚
緒
子
で
裏
組
織
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
は
一
三
O
本
前
後
、
緯
は
三
五
越
前
後
で
あ
る。
二
八
+ー-20--1
~・­~・唱
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実測図緋羅紗陣羽織(6)挿図13
(7) 
緋
羅
紗
陣
羽
織
(
裏
・
浅
葱
鍛
子
、
図
版
w
b
、
挿
図
U
)
緋
羅
紗
陣
羽
織
の
う
ち
、
一
長
が
浅
葱
鍛
子
で
、
丈
が
短
い
方
で
あ
る
。
こ
の
陣
羽
織
は
黒
の
平
打
紐
の
よ
う
な
縁
註
5
飾
り
が
鉄
媒
染
の
た
め
に
朽
損
し
て
、
図
版
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
大
方
が
剥
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
縁
飾
り
は
、
羅
紗
の
裁
ち
目
を
く
る
ん
で
い
る
も
の
と
、
袖
ア
キ
の
竪
筋
、
横
筋
、
背
面
中
央
の
竪
筋
の
よ
う
に
、
単
に
装
飾
の
目
的
だ
け
で
附
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
双
方
合
わ
せ
て
黒
一
色
の
ア
グ
セ
ン
ト
と
な
り
、
こ
の
緋
羅
紗
陣
羽
織
の
唯
一
の
装
飾
と
な
っ
て
い
る
。
正
方
形
よ
り
は
幾
分
竪
長
い
が
、
し
か
し
四
角
と
い
っ
て
も
通
用
す
る
こ
の
陣
羽
織
の
形
に
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
入
り
方
は
適
確
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
深
紅
の
羅
紗
に
黒
一
色
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
縁
飾
り
が
剥
落
す
る
前
は
、
ど
ん
な
に
か
若
々
し
い
感
じ
の
酒
落
た
陣
羽
織
で
あ
っ
た
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
ま
た
裏
裂
に
浅
葱
の
鍛
子
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
こ
の
裂
が
最
適
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
浅
葱
の
裏
裂
が
多
少
で
も
の
ぞ
く
こ
と
に
よ
り
、
表
の
と
も
す
れ
ば
き
つ
く
な
り
が
ち
な
意
匠
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
ヲ"
、ー・
れ
が
他
の
色
の
一
長
裂
で
あ
る
場
合
を
想
像
す
る
と
、
な
か
な
か
こ
の
組
合
わ
せ
の
よ
伝
上
杉
謙
信
所
用
陣
羽
織
八
領
a.緋羅紗陣羽織(7) 背面
米沢上杉神社蔵
挿図14裏裂b. 同
う
な
爽
快
さ
は
生
じ
て
こ
な
い
。
わ
な
わ
な
i-lH 
実測図緋羅紗陣羽織 (7)
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挿図15
Tt 
T
I
l
l
-噌
的
1
11
1
11-
的
{
)
円
(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)
形
状
、
法
量
は
一
覧
表
の
の
並
び
に
挿
図
目
。
袷
で
、
裏
は
、
竜
文
に
雷
文
菱
纏
の
浅
葱
椴
子
(
挿
図
U
b
〉
が
通
し
裏
で
つ
い
て
い
る
。
紐
な
し
で
あ
る
。
こ
の
陣
羽
織
も
前
出
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二
領
の
羅
紗
陣
羽
織
同
様
、
肩
山
が
接
ぎ
目
に
な
っ
て
い
る
。
背
縫
は
な
い
が
、
背
縫
線
ニ
九
美
術
研
号
五
九
究
に
な
る
位
置
に
は
黒
の
縁
飾
り
の
紐
が
つ
け
て
あ
る
。
こ
の
縁
飾
り
の
紐
は
、
袖
ア
キ
の
と
こ
ろ
で
も
、
横
縞
に
二
本
ず
つ
並
べ
て
あ
る
分
は
単
な
る
飾
り
で
あ
る
。
そ
の
袖
ア
キ
の
部
分
は
、
肩
山
の
方
の
幅
が
五
セ
ン
チ
(
縫
代
分
を
入
れ
る
と
約
七
セ
ン
チ
〉
、
脇
の
方
の
幅
が
三
セ
ン
チ
の
細
長
い
共
の
羅
紗
の
裂
が
幅
を
二
つ
折
り
に
し
て
、
袖
ア
キ
の
外
側
に
わ
な
が
く
る
よ
う
に
し
て
別
に
つ
け
て
あ
る
(
挿
図
日
〉
が
、
こ
の
二
本
ず
つ
の
横
縞
は
、
袖
ア
キ
の
位
置
に
と
り
つ
け
る
前
、
そ
れ
も
、
そ
の
羅
紗
の
縁
裂
を
二
つ
折
り
に
す
る
前
の
拡
げ
た
状
態
の
と
き
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
。
肩
山
の
接
ぎ
目
と
、
襟
裂
の
左
右
の
胸
の
あ
た
り
に
あ
る
二
個
所
の
接
ぎ
目
は
、
ωの
陣
羽
織
の
肩
山
、
両
脇
、
襟
の
羅
紗
の
接
ぎ
目
と
同
様
な
、
表
側
の
縫
目
が
多
少
凹
む
方
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。
肩
山
の
接
ぎ
目
は
蔚
黄
色
の
絹
糸
が
二
本
ど
り
で
、
針
目
の
間
隔
は
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
、
糸
も
よ
く
締
ま
っ
て
い
る
。
襟
の
二
個
所
の
接
ぎ
目
は
、
襟
の
裏
側
に
裏
裂
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
観
察
で
き
る
が
、
赤
の
Z
撚
の
絹
糸
二
本
ど
り
で
、
は
じ
め
に
右
上
り
(
/
)
の
か
が
り
目
を
0
・
四
セ
ン
チ
前
後
の
間
隔
で
行
い
、
そ
の
上
に
左
上
り
ぐ
、
〉
の
か
が
り
目
を
か
け
て
、
そ
の
二
行
程
(
一
往
復
か
)
で
針
目
が
掛
け
合
わ
さ
れ
た
形
(
×
)
に
な
っ
て
接
ぎ
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
襟
附
は
、
こ
れ
も
裏
側
が
観
察
で
き
る
の
で
記
す
と
、
襟
の
裏
側
の
襟
附
縫
代
の
上
に
、
身
頃
の
表
側
の
襟
附
縫
代
を
重
ね
て
お
き
、
蔚
黄
色
の
Z
撚
の
絹
糸
二
本
ど
り
で
、
一
・
三
セ
ン
チ
前
後
の
針
目
の
返
え
し
縫
で
襟
が
身
頃
に
と
じ
つ
け
て
あ
る
。
そ
の
後
、
襟
を
折
り
返
え
し
て
襟
の
表
側
を
見
て
、
浮
き
上
っ
て
い
る
表
襟
の
縫
代
の
端
を
身
頃
の
羅
紗
に
か
が
り
つ
け
て
い
る
。
そ
の
針
目
は
間
隔
が
0
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
袖
ア
キ
の
縁
裂
も
蔚
黄
色
Z
撚
の
絹
糸
二
本
ど
勺
で
か
が
り
つ
け
て
あ
る
。
針
目
の
間
隔
は
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
そ
の
縁
裂
の
下
、
脇
の
部
分
は
三
セ
ン
チ
問
、
縫
い
合
わ
せ
ず
に
あ
け
て
あ
る
(
挿
図
日
参
照〉。
袖
ア
キ
の
竪
筋
の
縁
飾
り
は
、
裏
を
か
が
り
つ
け
袖
ア
キ
の
縁
裂
が
つ
け
ら
れ
、
て
か
ら
、
附
け
た
よ
う
で
あ
る
。
裏
側
の
縫
目
を
見
る
と
、
表
の
竪
の
縁
飾
り
を
縫
い
つ
け
た
糸
が
裏
裂
の
上
に
竪
に
通
っ
て
出
て
い
る
の
で
そ
の
縫
方
の
順
序
が
想
定
さ
れ
た
。
脇
の
接
ぎ
目
は
赤
の
Z
撚
絹
糸
が
用
い
て
あ
る
。
針
目
の
間
隔
は
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
。
あ
る
。
こ
れ
ら
の
羅
紗
の
接
ぎ
目
は
、
前
述
二
領
の
羅
紗
陣
羽
織
同
様
、
糸
も
よ
く
締
ま
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り
丁
寧
な
仕
立
で
あ
る
。
縁
飾
り
と
、
縁
飾
り
を
縫
い
つ
け
た
黒
糸
は
朽
損
し
て
剥
落
し
て
い
る
の
で
、
縁
飾
り
及
び
縁
飾
り
の
取
附
状
態
は
さ
だ
か
で
な
い
が
、
用
い
ら
れ
た
縫
糸
は
黒
の
絹
糸
で
、
撚
は
ゆ
る
い
Z
撚
の
よ
う
で
あ
る
。
針
目
は
0
・
二
セ
ン
チ
か
ら
0
・
四
セ
ン
チ
ま
で
種
々
見
ら
れ
る
。
一
畏
裂
は
縫
い
合
わ
せ
個
所
も
か
が
り
つ
け
個
所
も
何
れ
も
蔚
黄
色
絹
糸
が
用
い
て
あ
り
、
そ
の
糸
は
比
較
的
撚
の
き
つ
い
Z
撚
で
あ
る
。
背
縫
は
そ
の
糸
一
本
で
針
目
は
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
の
平
縫
で
あ
り
、
両
脇
は
そ
の
糸
を
二
本
ど
り
に
し
て
、
針
目
の
間
隔
は
0
・
六
セ
ン
チ
か
ら
0
・
七
セ
ン
チ
に
か
が
り
つ
け
て
あ
る
。
背
縫
の
折
り
被
せ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
い
う
正
し
い
方
向
(
挿
図
目
、
及
び
美
術
研
究
ニ
二
八
号
、
二
O
頁
、
挿
図
3
参
照
)
に
な
っ
て
い
る
。
脇
は
、
右
脇
は
後
身
頃
の
側
が
高
く
(
上
に
)
、
左
脇
は
前
身
頃
の
側
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
(
表
裂
)
剥
落
し
た
黒
の
縁
飾
り
が
粉
末
に
な
っ
て
所
々
に
着
い
て
い
る
の
で
多
少
汚
れ
っ
ぽ
く
見
え
る
が
、
上
質
の
緋
羅
紗
で
、
前
述
ω、
ωの
陣
羽
織
の
羅
紗
同
様
、
お
よ
そ
四
百
年
も
経
っ
て
い
る
羅
紗
と
は
思
わ
れ
な
い
柔
ら
か
き
、
温
か
さ
、
色
合
で
あ
る
。
(
裏
裂
)
挿
図
U
b
上
質
の
浅
葱
の
鍛
子
で
、
雷
文
菱
が
棒
に
な
っ
て
繋
り
、
そ
の
棒
文
に
よ
っ
て
生
じ
る
互
の
目
配
列
の
菱
形
の
中
に
は
、
い
ず
れ
に
も
竜
文
が
入
っ
て
い
る
。
文
丈
は
四
セ
ン
チ
前
後
、
案
間
隔
は
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
経
糸
、
緯
糸
と
も
に
浅
葱
で
あ
る
が
、
緯
糸
の
方
が
色
が
薄
い
。
組
織
は
、
地
は
経
の
五
枚
緒
子
で
、
文
は
緯
の
五
枚
緒
子
で
一
畏
組
織
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
は
九
O
本
前
後
、
緯
は
三
O
越
前
後
で
あ
る
。
(8) 
白
平
絹
雲
竜
文
描
絵
陣
羽
織
(
図
版
E
b
、
挿
図
vm〉
昭
和
三
十
九
年
度
に
修
理
が
行
わ
れ
た
陣
羽
織
で
あ
る
。
描
絵
の
緑
色
の
部
分
(
竜
の
鱗
が
大
部
分
で
、
ほ
か
に
雲
の
縁
取
り
に
も
あ
る
)
が
著
の
竜
文
に
通
う
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
以
前
み
ら
れ
た
霊
獣
と
し
て
の
尊
厳
性
な
ど
を
失
い
、
華
や
か
に
仕
立
て
ら
れ
し
く
朽
損
し
て
断
片
、
粉
末
と
な
っ
て
い
た
が
、
修
理
で
裏
打
が
行
わ
れ
、
図
版
や
挿
図
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
に
ま
で
形
が
整
え
ら
れ
た。
こ
の
描
絵
の
陣
羽
織
は
、
構
図
や
採
色
に
着
装
上
の
効
果
が
よ
く
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
野
外
に
立
つ
て
特
に
目
立
つ
背
面
に
は
背
中
に
大
き
く
多
彩
な
雲
竜
文
を
、
腕
が
動
く
度
に
隠
さ
れ
た
り
鍛
が
寄
る
前
面
に
は
青
一
色
ハ
薄
青
、
緑
、
薄
茶
、
白
が
補
助
的
に
用
い
で
あ
る
が
)
で
立
ち
雲
を
左
右
の
胸
に
一
つ
ず
つ
表
わ
し
て
い
る
。
伝
上
杉
謙
信
所
用
陣
羽
織
八
領
註 8
上
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上
上杉神社蔵米沢白平絹雲竜文描絵陣羽織(8)
フキ 1
2 
挿図16
20.5 
20.5 
上
率lLo.s
こ
の
竜
の
姿
態
、
面
貌
な
ど
に
は
明
代
、
殊
に
万
暦
ハ
ロ
斗
ω
1
5
5
)
頃
の
陶
滋
8.5 フキ
0.5-0.8 
トーー27一一寸ト一一27----1ト一一一32 32一一~
て
い
る
。
当
時
の
他
の
工
芸
の
竜
文
も
遺
品
が
少
い
の
で
適
確
に
は
つ
か
み
得
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
恐
ら
く
こ
の
雲
竜
文
も
、
そ
う
し
た
明
後
期
の
工
芸
品
の
意
匠
に
倣
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
実測図
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
雲
竜
文
に
は
、
大
体
に
お
い
て
次
に
列
挙
す
る
色
白平絹雲竜文描絵陣羽織 (8)
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
緑
、
青
、
茶
色
が
か
っ
た
赤
、
濃
い
ト
キ
色
、
薄
い
ト
キ
色
、
茶
色
が
か
っ
た
黄
、
金
、
白
に
近
い
薄
い
青
、
白
、
薄
い
黒
(
墨
の
使
用
で
あ
ろ
う
か
)
、
黒
。
こ
の
中
、
緑
と
青
と
茶
色
が
か
っ
た
赤
が
分
量
も
多
く
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
大
胆
に
堂
々
と
雲
竜
文
が
描
か
れ
て
い
る
陣
羽
織
は
、
戦
場
に
お
け
る
武
将
の
威
厳
を
一
万
し
、
最
後
の
場
所
挿図17
を
飾
る
意
味
で
は
ま
こ
と
に
当
を
得
た
派
手
や
か
な
も
の
で
あ
る
。
形
状
や
法
量
(
一
覧
表
参
照
〉
で
目
立
つ
こ
と
は
、
丈
は
八
領
中
最
も
短
く
、
桁
も
他
の
袖
の
つ
い
て
い
る
こ
領
よ
り
十
セ
ン
チ
ば
か
り
短
い
(
こ
の
陣
羽
織
の
桁
は
、
上
杉
家
伝
来
の
小
袖
、
胴
服
を
通
し
て
見
た
場
合
で
も
最
も
短
い
。
107 
次
に
短
い
の
は
紅
地
雪
持
柳
繍
、
襟
辻
ケ
花
染
胴
服
|
胴
服
の
美
術
号
研
五
九
究
上杉神社蔵米沢万暦23年a.伝上杉景勝所用明服挿図18
ω、
美
術
研
究
二
四
二
号
参
照
ー
ー
で
五
三
セ
ン
チ
で
あ
る
)
。
妊
も
袷
も
背
割
れ
や
裾
脇
あ
け
も
な
く
、
襟
は
前
身
頃
の
裾
ま
で
つ
い
て
い
る
。
そ
の
襟
は
内
側
に
、
身
頃
の
裏
と
共
裂
の
襟
裏
が
つ
い
て
い
る
の
で
襟
首
囲
り
の
と
こ
ろ
を
内
側
に
折
っ
て
着
装
し
た
こ
と
に
な
る
。
裏
裂
は
身
も
襟
も
紅
練
緯
で
表
と
の
対
照
が
鮮
や
か
で
あ
り
、
胸
に
は
角
八
つ
打
の
太
く
て
長
い
(
一
辺
が
0
・
五
セ
ン
チ
か
ら
0
・
六
セ
ン
チ
の
太
さ
の
角
紐
で
、
長
さ
は
房
と
も
四
八
・
五
セ
ン
チ
〉
紅
の
派
手
な
紐
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
陣
羽
織
は
思
い
切
っ
た
派
手
さ
で
は
あ
る
カ3
表
裂
と
、
表
裂
に
描
か
れ
た
描
絵
、
裏
裂
、
胸
紐
か
ら
成
立
す
る
色
彩
構
成
は
す
っ
き
り
と
無
駄
が
な
く
明
快
で
あ
り
、
108 
ま
た
小
ぶ
り
で
、
袖
の
つ
い
た
陣
羽
織
と
し
て
は
最
大
限
に
単
純
な
形
態
は
、
綿
入
仕
立
て
の
効
果
も
計
算
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
着
装
し
た
時
に
陣
羽
織
全
体
が
適
当
に
張
っ
胸飾(刻糸〉部分
て
雲
竜
の
描
絵
に
余
分
な
紋
が
極
力
入
ら
な
い
よ
う
考
慮
し
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
着
装
効
果
を
念
頭
に
お
い
て
こ
の
陣
羽
織
を
眺
め
た
場
ム口、
前
姿
も
後
姿
も
堂
々
と
し
て
隙
が
な
く
、
一
種
の
威
同
圧
が
あ
り
、
引
き
締
っ
た
派
手
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
さ
'hu 
に
戦
陣
に
お
け
る
武
将
の
威
容
を
示
す
に
足
る
陣
羽
織
と
い
え
よ
う
。(
形
状
、
法
量
、
佐
立
て
方
)
昭
和
三
十
九
年
度
の
修
理
で
は
損
傷
部
分
に
裏
打
ち
を
行
っ
た
の
で
一
応
全
部
を
解
い
て
仕
立
直
し
て
あ
る
。
し
か
し
こ
の
仕
立
直
し
は
原
形
並
び
に
も
と
の
仕
立
に
忠
実
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
法
量
、
仕
立
て
註
7
方
は
修
理
後
の
調
査
で
は
あ
る
が
、
信
滋
性
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
形
状
、
法
量
は
一
覧
表
の
8
並
び
に
挿
図
日
。
紅
練
緯
の
通
し
裏
で
あ
る
。
背
縫
の
折
り
被
せ
は
、
表
は
わ
わ
わ
れ
が
い
う
正
し
い
方
向
で
、
裏
は
逆
に
な
っ
て
い
る
(
美
術
研
究
ニ
ニ
八
号
、
ニ
O
頁
、
挿
図
3
参
照
)
。
裏
の
脇
縫
の
折
被
せ
は
、
左
は
前
身
頃
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
右
は
後
身
頃
が
高
く
(
上
に
〉
な
っ
て
い
る
。
胸
紐
の
乳
は
裏
裂
と
共
裂
の
紅
練
緯
で
、
幅
が
0
・
九
セ
ン
チ
、
長
さ
は
二
つ
折
り
に
し
た
長
さ
が
二
セ
ン
チ
で
あ
り
、
左
右
と
も
肩
山
か
ら
三
二
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
に
、
裏
襟
附
に
は
さ
み
こ
ん
で
縫
い
つ
け
て
あ
る
。
左
右
と
も
わ
な
が
上
、
縫
目
が
下
に
な
っ
て
いる。
(
表
裂
〉
目
の
粗
い
平
織
の
生
絹
で
、
絵
絹
の
よ
う
で
あ
る
。
経
糸
は
細
く
二
本
ず
つ
寄
っ
て
お
り
、
緯
糸
は
、
練
緯
そ
の
他
の
平
絹
に
く
ら
べ
ず
っ
と
細
い
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
は
四
O
本
前
後
、
緯
は
三
六
越
前
後
で
あ
る
。
(
裏
裂
)
後
染
の
紅
練
緯
で
、
裏
裂
と
襟
一
畏
は
共
裂
で
あ
る
。
経
糸
は
細
く
二
本
ず
つ
寄
っ
て
お
り
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
問
に
、
経
は
四
八
本
前
後
、
緯
は
四
四
越
前
後
で
あ
る
。
四
む
び、
す
以
上
の
調
査
に
よ
っ
て
、
上
杉
家
に
伝
わ
る
八
領
の
陣
羽
織
に
は
、
次
の
諸
事
項
が
結
論
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
。
八
領
は
、
す
べ
て
疑
う
余
地
の
な
い
「
う
ぶ
」
な
陣
羽
織
で
、
且
つ
こ
の
種
の
染
織
品
と
し
て
は
極
め
て
保
存
状
態
の
よ
い
上
杉
家
伝
来
の
服
飾
類
の
中
で
も
、
胴
服
に
次
い
で
良
好
な
状
態
で
今
日
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
八
領
と
も
に
、
形
態
の
上
で
は
、
室
町
・
桃
山
期
の
小
袖
や
胴
服
の
特
徴
に
共
通
す
る
諸
点
を
備
え
て
お
り
、
陣
羽
織
の
材
料
は
、
渋
紙
や
輸
入
品
の
羅
紗
、
紋
子
、
ヤ
グ
の
毛
、
モ
ー
ル
等
を
相
当
自
由
に
配
色
よ
く
効
果
的
に
用
い
て
は
い
る
が
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
伝
小
早
川
秀
秋
(
天
正
ト
釦
年
一
ハ
慶
一
続
年
)
所
用
の
緋
羅
紗
違
鎌
紋
陣
羽
織
(
挿
図
幻
〉
や
仙
台
市
博
物
館
蔵
の
伝
伊
達
政
宗
(
永
禄
r
m年
一
日
寛
永
ト
紅
年
)
所
用
の
黒
羅
紗
地
裾
紅
羅
紗
山
形
模
様
陣
羽
織
(
挿
図
的
仏
)
等
、
多
少
年
代
の
下
る
陣
羽
織
に
屡
々
見
ら
れ
る
意
匠
上
の
斬
新
さ
や
南
蛮
服
飾
の
強
い
影
響
は
見
ら
れ
な
い
。
室
町
末
期
の
陣
羽
織
と
し
て
は
形
も
意
匠
も
自
由
で
斬
新
で
は
あ
る
が
、
仔
細
に
観
察
す
る
と
、
八
領
は
何
伝
上
杉
謙
信
所
用
陣
羽
織
八
領
れ
を
見
て
も
、
形
態
は
当
時
の
小
袖
や
胴
服
を
陣
羽
織
と
し
て
の
機
能
に
適
応
さ
せ
て
単
純
化
し
た
に
過
ぎ
ず
、
意
匠
は
当
時
の
小
袖
や
胴
服
の
意
匠
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
点
は
、
多
少
時
代
が
下
る
陣
羽
織
で
は
既
に
稀
薄
で
あ
る
(
挿
図
幻
、
註
9
n
、
幻
、
M
参
照
)
か
ら
、
初
期
の
胴
服
が
そ
の
時
代
の
小
袖
に
酷
似
し
て
い
た
と
同
様
、
初
期
の
陣
羽
織
が
そ
の
時
代
の
小
袖
や
胴
服
に
源
を
発
し
た
よ
う
な
面
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
仕
立
に
は
室
町
・
桃
a. 渋染麻日の丸紋陣羽織 慶長
2年東京国立博物館蔵
山
時
代
の
仕
立
の
特
徴
で
あ
る
鷹
揚
さ
や
技
術
の
幼
稚
さ
が
あ
り
、
特
に
鷹
揚
さ
は
高
度
な
技
術
で
行
わ
れ
て
い
る
羅
紗
の
陣
羽
織
に
も
屡
ミ
見
ら
れ
る
。
綿
入
仕
挿図19
立
、
袷
仕
立
の
方
法
で
は
、
す
で
に
報
告
二
や
斗
」
」
噌
i
報
止
口
四
で
述
べ
た
上
杉
面
家
伝
来
の
小
袖
や
胴
服
背
と
の
共
通
性
が
こ
れ
ら
の
陣
羽
織
で
も
認
め
ら
同
れ
る
。
-
h
u
 
更
に
各
陣
羽
織
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
、
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美
術
研
究
五
九
号
a.紙衣陣羽織室町~桃山
時代東京国立博物館蔵
挿図20背面b. 同a.伝伊達正宗所用 黒羅紗地
裾緋羅紗山形文陣羽織 桃
山時代 仙台市博物館蔵
挿図2
四
桃山時代
東京国立博物館蔵
110 
a. 伝小早川秀秋所用緋羅紗違鎌紋陣羽織
背面b. 同
挿図21
裏
、
縁
、
襟
の
裂
地
の
種
類
と
、
そ
れ
ら
の
染
と
織
の
技
術
、
文
様
、
並
び
に
描
絵
は
、
す
べ
て
室
町
・
桃
山
背面
期
の
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
。
加
え
て
、
室
町
・
桃
山
期
の
意
匠
の
特
徴
で
あ
る
対
比
対
照
の
美
も
、
各
陣
羽
織
b. 同
と
も
、
表
裂
の
中
に
お
い
て
の
配
分
、
表
裂
と
裏
裂
と
の
対
照
等
で
見
事
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
材
料
、
形
態
、
意
匠
上
、
如
何
に
も
戦
国
時
代
の
武
将
が
用
い
た
に
ふ
さ
わ
し
い
実
用
、
装
飾
、
a. 伝徳川家康所用 紫
縮緬陣羽織桃山時
代 上野東照宮蔵
背面b. 同
挿図23a. 伝徳川家康所用
羽織桃山時代
東京国立博物館蔵
白ビロード陣
背面b. 同
挿図24文
蔵
顕
館
紫
期
物
後
博
用
戸
立
所
江
国
王
古
小
親
わ
東
仁
F
蛾
得
宮
織
川
羽
栖
陣
有
紗
羽
蔵
陣
館
紗
物
文
期
博
顕
後
立
文
戸
国
草
江
京
唐
東
葵
〉
色
用夏
葉
(
朽
織
nHu' 
内，.図挿
挿図25
伝
上
杉
謙
信
所
用
陣
羽
織
八
領
両
面
に
す
ぐ
れ
た
陣
羽
織
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
八
領
の
陣
羽
織
は
、
明
ら
か
に
室
町
・
桃
山
時
代
の
初
期
陣
羽
織
で
あ
る
。
次
に
上
杉
家
の
も
の
と
す
る
検
討
か
ら
は
ど
う
か
と
い
う
と
小
袖
や
惟
子
、
胴
服
の
場
合
と
同
様
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
即
ち
、
意
匠
の
上
で
も
品
質
の
上
で
も
極
上
の
優
品
揃
い
で
、
一
貫
し
て
並
々
で
は
な
い
凝
り
方
、
賛
沢
、
配
慮
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
、
上
杉
家
伝
来
の
服
飾
類
中
、
小
袖
に
次
い
で
著
し
い
。
回
目
反
、
口
Hμ
円口
μ
こ
ぷ
品
問
中
I
e
争
J
-
口
H
川
服
や
小
袖
、
雄
子
の
場
合
は
、
凝
り
方
、
賛
沢
、
配
慮
が
事
実
よ
り
は
目
立
た
な
い
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
陣
羽
織
で
は
戦
陣
で
の
派
手
さ
や
威
容
の
目
的
も
あ
っ
て
か
表
現
は
い
さ
さ
か
も
控
え
ら
れ
て
は
い
な
し、
。
小
袖
や
雄
子
、
胴
服
の
場
合
に
、
上
杉
家
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
決
め
手
に
な
っ
た
竹
に
雀
の
紋
所
が
こ
の
陣
羽
織
の
場
合
に
は
な
い
が
、
八
領
の
陣
羽
織
相
互
の
裂
地
、
染
色
、
形
態
、
文
様
、
法
量
、
仕
立
て
方
、
意
匠
等
、
前
項
で
述
べ
た
調
査
事
項
に
基
い
て
、
同
点
、
類
似
点
、
関
連
性
を
辿
っ
て
照
合
し
、
す
で
に
調
査
ず
み
の
小
袖
、
雄
子
、
胴
服
と
比
較
す
る
と
、
こ
れ
ら
八
領
は
、
111 
お
の
ず
か
ら
一
連
の
も
の
、
即
ち
、
室
一五
美
術
研
究
五
九
号
ニハ
町
・
桃
山
期
の
上
杉
家
の
陣
羽
織
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
る
。
一
六
・
二
一
九
号
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
八
領
の
所
用
者
を
検
討
す
る
と
、
陣
羽
織
の
場
合
は
形
が
自
報
告
二
|
|
伝
上
杉
謙
信
所
用
小
袖
十
二
領
美
術
研
究
二
二
八
号
112 
報
告
三
|
|
伝
上
杉
謙
信
所
用
維
子
四
領
美
術
研
究
二
三
三
号
由
で
あ
る
た
め
、
身
丈
の
よ
う
に
形
に
よ
っ
て
寸
法
の
差
が
大
き
い
個
所
も
あ
っ
報
告
四
|
|
伝
上
杉
謙
信
所
用
胴
服
八
領
上
中
下
美
術
研
究
二
四
二
・
二
四
て、
小
袖
や
惟
子
、
胴
服
の
よ
う
に
法
量
の
上
で
所
用
者
を
推
測
す
る
こ
と
は
困
難
四
回
ロ
マ
で
は
あ
る
が
、
法
量
に
加
え
て
、
形
態
、
意
匠
、
地
質
等
を
通
し
て
考
察
す
る
と
所
2 
謙
信
の
身
長
は
小
袖
の
身
丈
か
ら
推
測
し
て
一
五
八
セ
ン
チ
前
後
(
約
五
尺
二
寸
)
が
割
り
出
用
者
は
一
人
と
見
倣
す
の
が
自
然
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
袖
や
惟
子
、
胴
服
さ
れ
た
|
|
美
術
研
究
二
二
八
号
一
八
t
一
九
頁
|
|
。
小
柄
な
よ
う
で
あ
る
が
、
東
京
大
学
理
学
部
人
類
学
教
室
の
鈴
木
尚
教
授
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
日
本
人
の
身
長
は
成
人
男
子
で
五
尺
一
、
の
場
合
と
同
様
、
時
代
を
あ
ま
り
隔
て
な
い
所
用
者
の
も
の
の
混
入
も
考
え
ら
れ
る
二
寸
が
普
通
だ
そ
う
で
あ
る
か
ら
謙
身
の
身
長
が
一
五
八
セ
ン
チ
前
後
と
い
う
の
は
決
し
て
小
柄
が
、
上
杉
家
の
場
合
は
、
小
袖
や
惟
子
、
胴
服
の
報
告
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
謙
信
以
外
の
該
当
者
は
景
勝
(
弘
一
純
一
年
ハ
元
…
針
年
)
で
は
な
い
。
八
領
の
陣
羽
織
は
、
伝
来
通
り
謙
信
所
用
か
、
或
は
景
勝
所
用
の
も
の
も
入
っ
て
い
4 
乙
乙
で
い
う
綿
は
真
綿
で
あ
る
。
た
て
い
と
向
き
い
と
練
緯
と
い
う
の
は
、
経
糸
に
精
練
し
な
い
生
糸
を
用
い
、
緯
糸
(
横
糸
)
ね
り
い
と
に
精
練
し
た
練
糸
を
一
人
と
限
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
3 
用
い
て
平
組
織
に
織
っ
た
絹
織
物
で
、
経
糸
は
緯
糸
と
く
ら
べ
て
目
立
っ
て
細
く
、
ま
た
緯
に
比
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
上
杉
家
伝
来
の
陣
羽
織
八
領
は
現
在
の
と
こ
ろ
わ
が
し
て
経
の
糸
数
が
多
い
。
表
面
に
独
得
の
光
沢
が
あ
り
、
薄
手
で
張
り
の
あ
る
生
地
で
あ
る
。
室
町
・
桃
山
時
代
の
平
絹
に
は
こ
の
練
緯
が
多
い
。
国
最
古
の
陣
羽
織
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
従
来
の
初
期
陣
羽
織
の
遺
品
資
料
に
は
5 
植
物
性
染
料
を
用
い
て
黒
、
茶
系
の
染
色
を
行
う
場
合
、
多
く
タ
ン
ニ
ン
を
含
有
す
る
材
料
を
見
ら
れ
な
か
っ
た
古
様
が
あ
り
、
ま
た
何
れ
も
「
う
ぶ
」
で
あ
り
、
八
領
が
そ
れ
ぞ
用
い
、
こ
れ
に
鉄
奨
を
媒
染
と
し
て
加
え
て
発
色
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
鉄
分
に
よ
る
裂
地
の
腐
触
が
甚
だ
し
い
の
が
常
で
あ
る
。
れ
に
独
自
の
特
色
を
持
っ
た
、
初
期
陣
羽
織
を
知
る
上
に
は
ま
こ
と
に
得
難
い
貴
重
6 
緋
雲
文
鍛
子
陣
羽
織
ωや
緋
羅
紗
陣
羽
織
(
刷
、
裏
・
黄
綾
子
》
の
モ
l
ル
の
飾
紐
は
、
平
に
な
資
料
で
あ
る
。
そ
し
て
、
染
織
品
と
し
て
も
最
高
の
優
口
聞
が
揃
っ
て
お
り
、
服
飾
置
い
て
縫
い
つ
け
て
あ
る
個
所
以
外
に
、
モ
ー
ル
を
二
つ
折
り
に
し
て
縁
を
挟
み
込
ん
で
玉
縁
風
ら
が
保
存
状
態
も
至
っ
て
良
好
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
染
織
に
仕
上
げ
た
個
所
が
あ
る
が
、
乙
の
紺
・
緋
羅
紗
袖
替
り
陣
羽
織
で
は
モ
ー
ル
を
二
つ
折
り
に
し
た
玉
縁
風
な
用
い
方
は
な
く
、
平
に
置
い
た
個
所
ば
か
り
で
あ
る
。
白
平
絹
雲
竜
文
描
絵
陣
羽
織
同
は
、
修
理
以
前
は
拡
げ
る
こ
と
も
危
険
な
状
態
の
損
傷
で
あ
っ
品
と
し
て
も
機
能
面
、
装
飾
面
の
両
面
に
優
れ
た
傑
作
揃
い
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
7 
工
芸
史
、
並
び
に
日
本
服
飾
史
上
、
極
め
て
意
義
の
深
い
重
要
な
資
料
の
発
見
で
あ
た
か
ら
、
う
ぶ
な
状
態
で
は
調
査
が
で
き
ず
、
や
む
を
得
ず
修
理
後
に
法
量
、
仕
立
等
当
っ
た
。
っ
た
の
で
あ
る
。
8 
当
研
究
所
が
上
杉
神
社
の
服
飾
類
を
撮
影
し
た
時
に
は
、
こ
の
白
平
絹
雲
竜
文
描
絵
陣
羽
織
同
は
ま
だ
未
修
理
で
あ
っ
た
か
ら
撮
影
は
さ
し
控
え
た
。
そ
の
後
修
理
が
終
り
、
大
和
文
華
館
で
こ
の
陣
羽
織
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
し
た
図
版
写
真
(
E
b
)
並
び
に
挿
図
写
真
(
挿
図
日
)
は
、
大
和
文
華
館
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
を
使
用
さ
し
て
い
た
だ
い
た
。
(
一
九
六
八
年
八
月
)
註
報
告
一
|
|
伝
上
杉
謙
信
所
用
金
銀
欄
鍛
子
等
縫
合
胴
服
に
つ
い
て
上
・
下
美
術
研
究
二
9 
報
告
四
の
下
美
術
研
究
二
四
四
号
、
三
九
頁
。
